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ゼロギャップ状態と電荷不均化
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α-(BEDT-TTF)2Is塩において、「ザロギャップ状態jの存在が確認、され、その特異な電子

状態の示す新しい物性が関心を集めている。この系は、常任下で電荷秩序を伴う金罵絶縁

体転移を示すことが知られている。「電荷秩序」が「ゼ、ロギャップ状態Jとどのように関係

しているかは興味深い問題である。我々はこれまでに、 α・(BEDT-TTF)213、および類似物

質の電街の不均化会 NMRを用いて調べてきた。その結果次の事実が明らかになったe

(1)α-(BEDT-TTF)2Is晦において、電荷秩序転移 (135K)以上で電荷の不均化が存在し、

転移に向かつて談々に発達していくことを見出した。さらに圧力の印加、議度の低下iこ伴

って、金属状態における電荷の不均化が発達することを見出した。

(2)ただし、豆、 Cサイトの不均化が発達するのに対して、 A、A'サイトの電荷は変わら

ない。金属相の電荷の不均化は、結晶構造の対称性を破らない。このことは、絶縁相の篭

荷秩序においては A、A九サイトの龍荷も不均化し「水平方向の識荷ストライブ」を作るこ

とと対熊的である。 fゼ口ギャップ状態j においても前者の不均化が存在していると期待さ

れる。

(3)金震棺の電荷の不均イちの存在は、最近 s 戸

しα・ 2I3at 1.1 ~Pa 
のX線構造解析の結果と一致する。しかし、 ~Field rotation i， the conducting ~ayer 

13C-NMRからみた Charge-poorサイトはB

で~， Cであるとする X線解軒の結果、バンド

計算の予想、とは逆である。(図に1.1GPa，

m五の長導話内で議場安田転させた雲寺の吸

収線の角度依存性を示す。異方性の主軸のか

らサイトを決定した。 3サイトのシブトは位

相が反転しており、中性分子の化学シフトに

近づいている)

(4)α-(BEDT-TTF)2Ia潅と罰型の分子百三列

を持つ α・(BETS)2Is、α・(BEDT-STF)2Is塩で、、

常圧下の 77Se、13C…NMR吸収線形、緩和率

の測定から、転移楓度(それぞ、れ--50K、一

80K)以上の広い瓶度領域で議荷不均化(電

荷分離型)が発達していることを見出した。

不均化のパターンは、圧力下の

80長

a-(BEDT-TTF)213塩の場合と間乙であるこ -500

とが確認、された。
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